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生活の知恵や日本とのつながりを発見

シルク入り食品や化粧品が人気だ。
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従来までの
繊維の利用
シルクが細くて強いフィラメント繊

維である特性を生かし、衣料以外

にも利用されてきた。

毛布・絨毯、外科手術用縫合糸、和楽器の
弦（琴・三味線・琵琶ほか）、魚網、釣り糸、
テグス、各種ロープ、タイヤ芯、パラシュ
ート生地と紐、電線被覆材、タイプライタ
ーリボン、テニスラケット用ガット、各種刷
毛・ブラシ類

［医療素材への応用］
絹タンパク質を素材とする抗血液凝固
物質の開発、人工腱・勒帯用の素材、
創傷被膜材など。

［固定化素材］
生体触媒機能をもつフィブロイン膜と
して、グルコースオキシターゼ、リパー
ゼなどの酵素を固定化する。

バイオセンサー、医薬品、甘味料、香料の
持続的放出に応用

［その他の利用］
宇宙開発利用：宇宙服への利用、宇宙線
防御、抗菌効果、ロケット打上時の軽量化
利用
シルクレーザー：合成ポリマーと混合した
コーティング材、ポールペン、時計
コンタクトレンズ：開発中
工芸品：シルクべっ甲

［鮮度を保つシルク］
植物が出すエチレンを吸収し、また、
魚肉・畜肉の鮮度保持にも有効なこと
が分かっている。

桃などの果実や切り花の包装
生鮮食品の保存用シート

シルクで
粧う

保湿性、付着性、展性が高く、肌触り

が良いほか、潤いを与えるタンパク

質が豊富。またシワやシミなど皮膚の

老化を防ぐ抗酸化作用や美白効果、

紫外線を吸収する作用がある。

化粧品：パック剤、ファンデーション、ロー
ション、アイシャドウ、口紅、クリーム類
毛髪化粧品：シャンプー、リンス、整髪料、
脱色・毛染め保護剤

第 3 回

次々と明らか
になるシルク
のパワー

シルクを
食べる

アルコール代謝作用、血中コレス

テロール低下作用、インシュリン分

泌促進作用があり、生活習慣病や

糖尿病、アトピー性皮膚炎など皮膚

疾患に効果が期待される。また、パ

ーキンソン病や痴呆症の予防・改

善、疲労回復・筋肉強化についても

研究が進んでいる。

医薬品、菓子、飴、麺類、粥、豆腐、飲料水

蚕サナギは養蚕
国では古くから食
用とされてきた。
糸を紡ぐ鉄鍋の
横で釜揚げのよう
に蚕を食べるほか、
広東料理の「蚕サナ
ギのカシューナッツ炒
め」や、タイやラオスの屋
台の「蚕ナンプラー炒め」などが
代表。日本でも23の県で食していた記録があり、貴
重なタンパク源であった。
薬としても服用され、神経痛や子どもの夜泣き、

ゼンソクに効くらしい。中国では蚕の糞入り枕が、
快眠、頭痛、リューマチ、脳卒中によいと珍重され
たし、韓国では糖尿病の民間療法にも利用され、国
際特許も取得している。

天が与えた虫、
蚕の効用

シルクの特徴
蚕が吐き出す繭糸は、フィブロインという２本の細長く強いタンパク質繊維と、それをくっつける役割をするセリシンとい
うタンパク質でできている。フィブロインが絹糸の原料だが、１本のフィブロインは４億本もの繊維の束で、強くコシのあ
る風合いを作っている。さらに繊維が不均一のためにできる空気の層が温度や湿度を調節し、それらが衣料品としてすぐ
れている理由だ。またシルクのタンパク質が人体組織との適合性が高いことから、化粧品や医薬品への利用や、バイオ
素材へ応用しようとする研究が盛んに行われている。

絹を酵素分解し細粒
化した加工食品。美
容と健康のために

シルクパウダー配合の洗顔パ
ウダーとローション

髪の毛をコートしパサつきを抑
えるシルク成分配合のシャン
プー＆リンス

絹フィブロイン分解物に海のミネラ
ルを配合した入浴剤「絹の湯」

シルクプロテイン入りの飲む
健康食品スーパーシルク

シルクパウダーを練り込んだ「い
なにわの絹入り手綯うどん」

シルクパウダー入りのあめ玉

絹と麻から作られたあぶらとり紙。
皮脂・油を吸収し、アミノ酸効果で
肌はしっとり

ひとつの繭からとれる生糸は、
一般的な種類のもので1,200～
1,500メートルにもなる
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